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	 次　号　予　告	 Vol.41, No.11

	特集	 色のついた皮膚病〈白と黄〉（仮）皮膚疾患は形，大きさ，硬さ，表面の性状など
さまざまな形態がみられる．表面の色の変化も病
変の性状についての情報を与えてくれるので，色
調の変化を詳細に観察することは診断に重要であ
る．今月号は“赤い皮膚病”の特集で，この後3号に
わたって色の変化を伴った皮膚疾患の特集が続く．
赤の色は皮膚の血管の状態，血流の変化などを

反映し，血管病変や炎症性疾患でみられる色の変
化である．赤色といっても疾患によっては色に多
少の違いがあり，また，臨床経過により変化する
こともあり，病態の理解に役立つ．色の変化のみ
で診断するわけではないが，赤の色に注目した今
月号の症例を参考にして，日常診療に役立ててい
ただきたい．
日本語には自然界にあるさまざまな色の違いを

文学的に表現する美しい言葉がたくさんある．赤
系では桃色，桜色，ばら色，淡紅色，緋，赤銅色，
朱色，深紅，茜色，東雲色，朱鷺色など数々の名称
があげられる．学生時代に絵画部に属し，休日に
はスケッチに出かけ，ときどき作品を制作してい
た．秋の学園祭に際して，クラブとして作品展を
開催することが恒例の行事になっていた．その時
期が近づいてくると，早く仕上げなければならな
いと，たいへん焦ったものである．思っていたよ
うな色が出てこないことがあり， 寝ている間に
フッと思いついて，「この色だ」と夜中に飛び起き
てキャンバスに向かったことがある．色にこだ
わったひとときの思い出である． （R.S.）

◆topics
　免疫チェックポイント阻害による白斑と臨床効果の関連
	 	 大塚　幹夫ほか
◆統計
　過�去16年間に当科で経験した，弾性線維性仮性黄色腫患者	
24例の集計	 本多　　皓ほか

　頬部に生じた脂腺腫	 橋本　奈々ほか
　多発性骨髄腫を伴ったびまん性扁平黄色腫
	 	 原田　　研，北村　英夫
　小児の外陰部に多発したMilia-like idiopathic calcinosis cutis
	 	 三浦　貴子，山本　俊幸
　Aquagenic wrinkling of the palms	 小野寺まゆ子，渡邉　昌彦
　Hereditary Papulotranslucent Acrokeratoderma
	 	 盛島　美弥ほか
　軀幹に生じた硬化性萎縮性苔癬の小児例
	 	 青山　久美，山中　正義
　右手首，肘窩，肩甲骨部に生じた若年女性の硬化性萎縮性苔癬
	 	 石髙絵里子ほか
　陰茎包皮に生じたBalanitis xerotica obliterans
	 	 川島　裕平ほか
　Zinsser-Cole-Engman症候群	 前田　珠希ほか
　Pseudoxanthoma elasticum-like papillary dermal elastolysis
	 	 中田　　茅ほか
　小児の線状硬化性萎縮性苔癬	 楠目　エマほか
　シ�ロリムス外用剤が有効であった結節性硬化症に伴う	
葉状白斑と血管線維腫	 木下　真直ほか

　異所性石灰化を契機に診断したWerner症候群	 齋藤晋太郎ほか
　アートメイク施術部にサルコイド反応を生じた例
	 	 椎名　雄樹ほか
　心移植後に再色素沈着を認めた尋常性白斑	 八丁目直和ほか
◆皮心伝心	 白濱　茂穂
◆私の視点
　LIPH遺伝子変異による異常は頭髪だけか？	 下村　　裕
◆学会ハイライト
　第43回日本小児皮膚科学会学術大会（仮）	 松原　知代
◆診察室の四季	 斉藤　隆三
◆皮膚科のトリビア	 浅井　俊弥
◆声（質疑・応答を歓迎します）
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